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序

京都市域には、平安京跡をはじめ、過去数千年に至る間の各時代の遺

跡が各所に存在し、周知の埋蔵文化財包蔵地の総面積は、およそ5,000

ヘクタールにも及んでいます。

古都といわれてきた京都も現代都市へと変容しつつあり、市内のいた

るところで、かつての木造家屋群は、ビルへと変わり続けています。ま

た、土木工事等による発掘件数が年とともに増加の傾向を示していると

いうことは、一方では新たな事実の解明が進むことではありますが、ま

た一方では、それに伴って遺跡が消滅するということにもなります。

このような状況の中で、本市といたしましても、市民や工事関係者の

方々などの格別の御協力をいただきながら、保存し得る遺跡は可能な限

り保存し、直接保存し難い遺跡については、その状態をできる限り後世

に伝えられるように努めてまいりました。

この発掘調査概報は、昭和57年度国庫補助事業として実施した発掘調

査の結果をまとめたもので、これが今後ながく活用されるよう念願して

います。

おわりに、調査に当たって御協力、御援助をいただいた文化庁をはじ

めとする関係各位、市民のみなさま方に心から感謝の意を表します。

昭和58年3月

京都市文化観光局



例
一言
ロ

本書は、昭和57年度文化庁国唐補助事業における中臣遺跡発掘調査の概報である。

発掘調査は、京都市文化観光局が財団法人京都市埋蔵文化財研究所に委託し、同研

究所がこれを実施した。

発掘調査は2箇所実施した。調査次数は、52次．53次である。

図中に使用した方位は、平面直角座標系（Ⅵ）による。

標高は、海抜高T.P.を用いた。

本書中の地図は、京都市の承認を得て、京都市計画局発行都市計画基本図（2500分の

1）・勧修寺を修正して使用した。

本文中の写真は、遺構・遺物とも牛嶋茂が撮影した。

本書の執筆・校正は、平方幸雄、辻裕司が行なった。
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I52次調査

1調査経過

今回の調査地点は山科区西野山中臣町68番

地B及び山科区勧修寺西金ヶ崎96番地Bに所

在する。当該地が駐車場として埋め立てられ

ることに伴い事前に発掘調査を実施した。調

査地点は栗栖野丘陵より旧安祥寺川に向かっ

て緩傾斜を呈しつつ広がる低位段丘部のほぼ

中位に位置する。

当該地周辺におけるこれまでの発掘調査は

市街化道路及び宅地などに対し、昭和48年度

以降2次・3次・5次・7次・8次．35次調
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査などが実施されており（図版二)、その結一一一一一

果、弥生時代後期～古墳時代前期の竪穴住居図’調査区平面図

趾・土拡等、古墳時代後期以後の竪穴住居趾・掘立柱建物等が多数検出されている。この

ように周辺部には遺構が密に展開していることから、今回の調査においても当該期の遺構

を多く検出することが予測できた。

調査対象地の面積は約490m2あり、ほぼ対象地全域にわたって調査を実施した。調査区

の基本層序は耕土及び床土が25～50cmあり、その直下が地山である。遺物包含層は水田耕

作時に全て削平されたと考えられ、検出していない。

2遺構

遺構は調査区全面に展開してあり、全て地山面で検出した。主な遺構として、埋甕’基、

竪穴住居趾6戸がある。その他土拡及びピット多数を検出した。

’号住居趾調査区の南隅で検出した。住居趾の南東部は調査区外にあり、その部分に

ついては未調査である。平面形はやや角張った円形を呈し、規模は検出面で東西8.54mあ

り、検出面から床面までの深さ21～27cmある。住居趾の北半には孤状を呈するベッド状の

高まり部があり、南半より6cm高まる。壁溝はほぼ全周し、幅14～24cm、床面からの深さ

4～8cmある。主柱穴は6箇所あり、平面形はほぼ円形を呈し、径約40cm、深さ56～74cm

あり、それぞれ径16cmの柱当たりを有する。柱間隔はP1より右回りで2.64.2.84.3.20･

－1－
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喝色砠

茶褐壱

3茶褐色砂泥

4茶褐色泥土
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図21号住居趾

2.64.2.68.3.28mある。床面中央には南北116cm、東西88cmの楕円形を呈するピットが

ある。2段落ちで中央部の断面形は摺鉢状を呈して、床面からの深さ38cmある。炭化木材

が5箇所あり放射状を呈する。遺物は床面及びベッド状高まり部で壺・甕・脚台付鉢・高

杯・ミニチュア土器(図93～20）・手焙形土器・砥石・工作台と思われる自然石などが

出土した。
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2茶褐色砂泥

3黄褐色砂泥
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図32号住居趾

2号住居趾調査区の中央やや西寄りの位置で検出した。平面形は北東一南西に長い長

方形を呈する。西壁及び北壁の一部が削平を受けているが、検出面での規模は長軸5.20m、

短軸4.40m(復元長）ある。検出面から床面までの深さ12cmある。壁溝は壁体部よりそれ

ぞれ北壁から10cm、西壁から16cm，南壁から10～16cm、東壁から8～16cm中央寄りに巡る。

なお壁溝は東壁の中央部分で長さ約1.9m途切れる。幅10～18cm、床面からの深さ6cmあ

る。主柱穴は4箇所ある。平面形はほぼ円形を呈し、径32～44cm、床面からの深さ12～26

cmあり、それぞれ径16～20cmの柱当たりを有する。柱間隔はP1より右回りで3．44･2.12･

3．46．2.12mある。遺物は、床面から壺・甕・高杯・手焙形土器などの小片が少量出土し

た。

3号住居趾調査区の西端で検出した。調査区の北西に接する宅地の調査（35次調査：

2号住居祉）及び南西に接する道路部分の調査（3次調査：11号住居杜）でそれぞれ検出

した竪穴住居趾の東隅部であり、今回の検出分を合わせ1戸の竪穴住居趾を完掘したこと

になる。これまでの調査結果を総合すると、平面形は方形を呈し、長軸6.40m、短軸6.28

－3－
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図43号住居趾

C'

0 ･4m
畳一一一一

m、検出面からの深さ32～40cmある。壁溝はほぼ全周し、幅12～32cm、床面からの深さ6

~10cmある。主柱穴は4箇所あると考えられるが、北側柱穴に関しては未検出である。床

面中央のピットは平面形が不整楕円形で2段落ちを呈し、長径78cm、短径60cm，床面から

の深さ20cmある。南東壁に接して平面形が方形の貯蔵穴があり2段落ちを呈する。長軸96

cm、短軸76cm、床面からの深さ41cmある。この住居趾は火災に遇っており、床面で方射状

に分布する多量の炭化木材を検出した。遺物は貯蔵穴及び周辺の床面で壺・甕・高杯・器

台・手焙形土器などが出土した。
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図54．5号住居趾

4号住居趾調査区の北端で検出した。平面形は東西に長い長方形を呈する。北西隅部

分は調査区外にあり未調査である。･検出面での規模は長軸5.20m、短軸3.92mある。検出

面から床面までの深さ38～42cmある。壁溝は東壁及び南壁の一部で途切れる他はほぼ全周

すると思われ、幅12～20cm、床面からの深さ4～6cmある。主柱穴は中央、東西方向に2

箇所ある。平面形はほぼ円形を呈し、径36～44cm、床面からの深さ36～42cmあり、それぞ

れ径13～16cmの柱当たりを有する。P1-P2間は2.28mある。なおP1から北へ116cm

でP3、南へ70cmでP4を、P2から南へ74cmでP5を検出した。平面形は円形で径18~

22cm、床面からの深さ5～12cmある。P1．2に比べ規模が小さく、また位置関係から見

て補助柱ないしは支柱と考えられる。遺物は南及び東側壁溝付近の床面にほぼ密着した状

態で、壺・高杯(図10)・甕などが出土した。

5号住居趾4号住居趾を掘り下げて構築し、4号住居趾の中央から北西にかけて検出

した。北西壁は調査区外にあり未調査である。平面形は方形を呈すると考えられる。検出

面での規模は北東一南西間で2.64mある。床面は4号住居趾の床面を使用し、検出面から

の深さは40～42cmある。壁溝及び主柱穴は検出せず、本来それらの施設を有しなかったと

考えられる。遺物は床面よりやや浮いた状態で壺などの小片が出土した。

－5－
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図66号住居趾

6号住居趾調査区のほぼ中央で検出した。平面形は方形を呈し、北西壁中央にはカマ

ドを、北隅には貯蔵穴をそれぞれ付設する。住居趾の検出面での規模は北東一南西間5.36

m、北西一南東間5.72mあり、検出面から床面までの深さ2～4cmある。壁溝はカマドよ

り貯蔵穴までの間を除きほぼ全周する。幅12～22cm，床面からの深さ6～7cmある。主柱

穴は4箇所ある。平面形はほぼ円形を呈し、径30～46cm、床面からの深さ32cmあり、それ

ぞれ径16～24cmの柱当たりを有する。柱間隔はP1より右回りで2.54．2.54．2．36．2．60

mある。カマドは袖部及び焚口部を検出した。規模は66×89cmあり、床面から焚口部底ま

での深さ26cmある。焚口部内上層は焼土．灰．炭、下層は灰．炭からなる。貯蔵穴は平面

形が方形で2段落ちを呈する。床面での規模は南北76cm、東西106cmあり、床面から中位

までの深さ16cm、底まで26cmある。埋土は2層あり上層は焼土．灰．炭からなるが、壁面

は焼けていない。またこの層から土師器長甕等が集中して出土した。この他床面より土師

器甕等の小片が出土した。

－6－
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た埋甕である。土拡掘形の平面形は北西一南

東に長い楕円形を呈し、長径68cm、短径50cm、

検出面からの深さ9～llcmある。埋土は茶褐

色砂泥層である。埋甕は深鉢形土器（図9
－

……’1）胴部の底部付近を穿孔して転用している。ml L:29.30m'm
l暗褐色砂泥

土蚊の中央部に口縁部をやや斜め上にして土

拡底より僅かに浮く状態で埋めている。他の

ヰーーーー A'2淡赤灰色泥土

3暗褐灰色泥土

A

050cnl4暗茶褐色砂泥
昌一ヨヨ

深鉢形土器（図92）の口縁部約2分の15暗黄褐色泥土
図76号住居趾カマド

を倒立した状態で蓋として転用している。

3遺物

師響墓:=翼鰯鱸蓋難⑱
土した。このうちSK1･1号及び4号住居A

趾から出土した主な土器を図示した。

繩文土器

L:29.20m
深鉢(1．2）口縁部は、内傾しつつ上半

A／
で直立するlと、内傾する2カ㎡ある。1は体A

部がくの字形を呈し最大径は肩部にあり、平

050cm

底である。口縁端部及び肩部に幅の狭い突帯告一二－－

を貼り付け、突帯上に刻目をつける。1は体図8SK1

部外面を縦方向に軽いケズリを行なうが、底部付近は縦方向のナデを行なう。内面は横方

向のナデを行なう。2は内外面ともナデを行なう。1は口径35.2cm、器高50.5cmある。2

は口径26.2cmある。なお1は体部の底部付近に焼成後、穿孔を行なっている。

3～4世紀

壺(3～6．21～24）（3．4）は最大径が胴部上半にあり、僅かに開く短い口縁部から

なる。3．4とも体部外面上半はハケメ、下半はナデ、内面は3がナデ、4力§ハケメ調整

する。口縁部はナデを行なう。肩部には刺突文を巡らせ、3は刺突文下にへうによる記号

文様を施す。口径10.0.9.8cm、器高23.2.21.4cmある。(5･6．24)口縁部が外上方に立

ち上がり、端部は外方に開く。体部は5が偏平、6．24が球形を呈する。5．6．24とも

－7－
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外面はヘラミガキ、内面は5が下半をヘラミガキ、上半をナデ、6がヘラミガキ、24が体

部下半をハケメ、上半を板状工具によるとみられるナデを行なう。口径10．1･14.4．11.8

cm、器高29.8･31.3.28.0cmある。(21･22)は口縁部が外上方に開き、端部を下方に拡張

する。21は頚部に突帯を貼り付け、突帯の上・下段に円形竹管文を巡らす。22は口縁端面

に4条の凹線を巡らし、凹線上に3個1単位の円形浮文を6箇所に配する。器面が相当剥

落している為、僅かに22の外面にヘラミガキが認められるのみである。口径27.0.25.6cm

ある。胎土の特徴より搬入品である。（23)は外上方に開く長い口縁部と底部付近で急激に

すぼまる体部からなる。器面は相当剥落しており、内外面の一部にハケメ調整か認められ

るのみである。口径13.2cm、器高31.0cmある。

甕（7．8）7は受け口状の口縁部を呈し、内外面ともハケメ調整する。肩部に横方向

のハケメ原体によると考えられる平行線文を2箇所に施し、平行線文下方及び口縁下端に

は刺突文を施す。口径15.8cmある。8は口縁部が水平方向に開き、端部をつまみ上げる。

口縁端面に凹線を一条巡らす。外面はやや斜め方向のタタキメの上をハケメ調整する。内
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面は浅いヘラケズリを行なう。口径18.0cmある。

脚台付鉢（9）〈の字形に開く口縁部からなる鉢の底部に脚台がとりつく。脚台には透

し力苛4箇所ある。体部外面はハケメ、内面は板状工具によるナデ、口縁部及び脚台内外面

はナデを行なう。口径14.6cm、器高17.2cmある。

高杯(10～16．25～27）杯部の形態から4種に分類できる。口縁部が外反気味に立ち上

がる（10～13）と、口縁上方で角度を変えて開く（27）と、直線的に外上方に開く（14．

15．25．26）と、内弩して立ち上がる（16）がある。なお27の脚台部は円筒形の長い柱状

部と角度を変えて開く裾部からなる。脚台の透しは11が11箇所、14が3箇所、27が6箇所

あり、12．16は4箇所ある。外面の調整は10～13．16．27がヘラミガキ、14．25．26がハ

ケメも15がナデを行なう。なお12は口縁部と底部との境界付近に2条、27は口縁部と底部

との境界付近に4条、裾部端面に2条の退化した凹線を巡らせる。また13は杯部の平面形

が楕円形を呈し、短径方向の中央に間仕切りを接合する。11～13の口径11.6．17.7．19.0

(15.6)cm、器高10.3･14.4cmある。14～16．25･26は口径12.6･11.5･12.4．10.5．12.8

cm、器高9．9．9.7．12.0．9.9．10.3cmある。27は口径34.6cm､器高24.8cmある。27は胎土

の特徴より搬入品である。

ミニチュア土器(17～20）鉢形の（17～19）と壺形の（20）がある。20の外面はハケメ

調整する。口径5．0．5．3．7．9．2.8cm、器高6.0･5.2･7.2･5.0cmある。

4小結

今回の調査で検出した各遺構の時期は、埋甕が繩文時代晩期、1～5号住居趾が3～4

世紀、6号住居趾が6世紀後半～7世紀前半である。

4号住居趾より出土した遺物には、壺・高杯（21．22．27）のように河内地方からの搬

入品と考えられる一群の土器と、壺（23）のように東海・近江地方の強い影響を受けた土

器が共伴しており、中臣遺跡の当時の在り方を探る上で極めて興味深い事例である。

1～5号住居趾の平面形には、方形及び円形を呈する2種類がある。方形を呈する竪穴

住居は一辺2.6～6.4m、円形のものは径8.5mあり規模・形態等に差異が認められる。

｜日安祥寺川に面する低位段丘上では繩文時代の遺構についてはこれまで僅かに後期の土

拡力罫2基検出されているのみであり蚕､晩期の埋甕を今回初めて検出したことになる。弥生

時代～古墳時代の竪穴住居趾は今回の調査地点の東・西・北部に多くあるが、南接する8

次調査地点から旧安祥寺川にかけては竪穴住居趾等の遺構は検出されておらず、水田等か

営まれたと考えられる。

－10－



1153次調査

1調査経過

今回の調査地点は山科区勧修寺東金ケ辻’三

’。、亜三崎22番地2に所在する。当該地が駐車場

として埋め立てられることに伴い、事前

に発掘調査を実施した。調査地点は栗栖

野丘陵西南先端部付近よりゆるやかな傾

斜を示しながら、旧安祥寺川に至る低位

段丘部のやや丘陵寄りの地点に位置する。

当該地周辺の市街化道路及び宅地に対

し、昭和50年度以降6次・10次．28次．

41次．46次調査等が実施されており（図

版三)､弥生時代後期～古墳時代前期の

竪穴住居趾・土拡等､古墳時代後期の竪

穴住居趾・掘立柱建物等、奈良～平安時

代中期の掘立柱建物・井戸等多数の遺構

が検出されている。このように周辺部の

遺構のあり方などからみて、当該地にも

竪穴住居趾等、なんらかの遺構が存在す

るであろうと予測できた。また、当該地

に東接する41次調査では飛鳥～奈良時代

の掘立柱建物・溝の一部を調査している。
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今回の調査区にその未調査部分が延長し島告_－－J
5m

ており、それらに対して調査を行なった。図11調査区実測図

調査対象地の面積は約190m2あり、ほぼその全面を調査した。調査区の基本層序は現耕

土．床土及び旧耕土・床土が約50cmあり、調査区内の北側約3分の1ではその直下が地山

である。それより南側には床土下に黒褐色砂泥層が10～25cm、暗茶灰色泥土層が20～60cm

あり、南西に向かって漸次厚く堆積する。なお、暗茶灰色泥土層は粘性を帯びており、湿

地と考えられる層である。
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2遺構・遺物

遺構は黒褐色砂泥上面でSD1、暗茶灰色泥土上面でSB1、地山の暗灰褐色砂礫面で

1号住居趾をそれぞれ検出した。遺物は各遺構及び黒褐色砂泥、暗茶灰色泥土層より遺物

整理箱で2箱出土した。なお、黒褐色砂泥層より弥生時代後期～古墳時代後期の土器が、

暗茶灰色泥土層より弥生時代後期～古墳時代前期の土器が出土した。

1号住居趾調査区の北東隅で検出した。住居趾の大部分は調査区外にあり、今回は南

東の一部を調査したことになる。検出した部分の形状からみて、平面形は方形を呈すると

考えられるが、規模は不明である。検出面から床面まで深さ4～16cmある。主柱穴は南東

コーナー付近で1箇所検出した。なお、これまでの同時期の住居趾のあり方からみて4主

柱であろう。本来、住居趾の中央部と考えられる調査区北西隅付近で、北西から南東に向

かって40×92cmの範囲に、焼土・灰・炭・暗灰黄色泥土からなる、カマドの崩壊により生

じたと考えられるブロックを検出した。おそらく、カマドは北壁に付設されていたと考え

られる。遺物は南東コーナー付近で、ほぼ南壁に接した床面から土師器長甕が出土した。

SB1調査区中央よりやや南側、東端付近で検出した2間×3間の掘立柱建物である。

なお、41次調査で東半は調査されており、今回は西半を調査したことになる。柱掘形の平

面形は方形を呈し、一辺48～54cm、深さ58～63cmある。梁行は4.0m(2.0-2.Om)、桁行

は5.0m(1.5-2.0-1.5m)ある。

SD1調査区南端付近で検出した東西方向の溝で、41次調査の際検出された溝の延長

部である。溝の断面形はU字形で、溝底は西に向かって下がっている(高低差約10cm)。検

出面で幅50～80cm、深さ13～23cmある。遺物は土師器、須恵器の小片が出土した。

3小結

検出した遺構の時期は出土した遺物よりみて1号住居趾は6世紀後半～7世紀前半、掘

立柱建物及び溝は7世紀中頃以降である。掘立柱建物と溝の同時併存は、出土した遺物か

らは判断できなかった。

調査区南半より以南に黒褐色砂泥、暗茶灰色泥土層は堆積している。この両層は41次調

査区の南端付近に認められ、南接した市街化道路17号線(10次調査)でも確認されている。

更に南の市街化道路18号線（10次調査）では西端付近（南西へ約100m)で同様な堆積が

認められた。調査区の北西約50mの地点(36次調査）では、暗茶灰色泥土層に類似した土

質の黒灰色泥土層が認められた。このように当該地周辺より以西には、湿地と考えられる

泥土ないしは粘土層が堆積しており、水田等生産の場が想定される。
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IIIまとめ

今年度、発掘調査を実施した箇所は52次、53次調査の2箇所である。調査成果をまとめ

ると、主な遺構に繩文時代晩期の埋甕1基、弥生時代後期～古墳時代前期の竪穴住居趾5

戸、古墳時代後期の竪穴住居趾2戸、飛鳥時代以後の掘立柱建物1棟・溝1条などがある。

現在までの調査で繩文時代の埋甕および土坑を、栗栖野丘陵をとりまくようにして形成

された低位段丘上で検出している。旧安祥寺川に面した低位段丘（西側低位段丘）では3

次・6次調査で後期の土拡を検出しているが、晩期の遺構は未検出であった。今年度52次

調査で検出した晩期の埋甕はこれまで西側低位段丘で空白となっていた晩期の遺構を埋め

る資料である。山科川に面した低位段丘（東側低位段丘）では後期の埋甕を49次調査で2

基、晩期の埋甕を23次調査で5基、51次調査で3基、晩期の土拡を23次調査で2基検出し

ている。また、東側低位段丘では南から10次．21次．48次．25次．42次．23次・51次各調

査で中期～晩期の遺物包含層を検出している(図版四)。なお、西側低位段丘では遺物包

含層は未検出である。このように、繩文時代の遺構・遺物包含層等の実態が徐々に明らか

になりつつあるが、たとえば竪穴住居趾等、集落に関する遺構は未検出のままであり、繩

文時代における中臣遺跡の様相を明らかにする上で充分な資料を得るまでに到っていない。

また、繩文時代晩期～弥生時代前期における実態の解明等、今後に残された課題は大きく、

重い。

弥生時代後期～古墳時代前期の竪穴住居趾はこれまでの調査で57戸検出している。これ

ら竪穴住居からなる集落は低位段丘上に立地しており、占地の状態から4グループに大別

できる。西側低位段丘では52次調査区周辺と53次調査区周辺、東側低位段丘では49次調査

区周辺と23次調査区周辺である(図版五)。なお、北側低位段丘はこれまで1箇所を調査

(9次)しているが、当該期の遺構・遺物は検出しておらずその実態についてはまったく不

明である。

古墳時代後期～飛鳥時代の竪穴住居趾はこれまでの調査で63戸、掘立柱建物跡24棟以上

を検出している。これら竪穴住居と掘立柱建物からなる集落は低位段丘および丘陵に立地

しており、占地の状態から5グループに大別できる。低位段丘上のグループは弥生時代後

期～古墳時代前期のグループとほぼ重復した位置にあるが、この時期になって丘陵斜面部

に新たに1グループ（43次調査区周辺）が形成される。
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53次調査区周辺主要遺構位置図
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繩文時代主要遺構位置図
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弥生・古墳時代主要遺構位置図
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航空写真（昭和52年搬影）
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11号住居tlt全景

2同遺物出土状況
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12号住居趾全景

24号住居土止全景
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15号住居趾全景

26号住居趾全景
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53次全景
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